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白馬から、目指せ！世界の頂点
マウンテンバイク大会で好成績を収めた、平林安里選手、北林力選手と

白馬マウンテンバイククラブの子どもたち。
彼らに続く後輩たちにとって大きな目標！
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マウンテンバイク大会で好成績を収めた、平林安里選手、北林力選手と

白馬マウンテンバイククラブの子どもたち。
彼らに続く後輩たちにとって大きな目標！
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９
月
議
会
定
例
会

９
月
議
会
定
例
会

一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
78
億
１
６
６

０
万
６
千
円
、歳
出
決
算
額
は
74
億
５
１
０

０
万
９
千
円
で
、歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億

６
５
５
９
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
実

質
収
支
額
は
３
億
２
５
２
７
万
７
千
円
で
、

財
政
調
整
基
金
に
積
立
て
た
額
は
２
億
８

０
０
０
万
円
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
の
う
ち
村
税
の
村
民

税
が
調
定
額
、収
入
済
額
と
も
に
前
年
を

上
回
り
、加
え
て
収
納
率
も
向
上
し
た
た

め
収
入
済
額
は
３
１
６
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、固
定
資
産
税
が
前
年
を
下

回
っ
た
た
め
、全
体
で
は
７
１
７
万
５
千

円（
0・5
％
）微
増
の
14
億
８
４
２
６
万
５

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
く
減
少
し
た

の
は
特
別
交
付
税
で
、前
年
比
58・
４
％
減

の
２
億
１
１
３
０
万
２
千
円
と
な
り
、普
通

交
付
税
を
含
め
た
地
方
交
付
税
全
体
で
は

13・８
％
減
の
18
億
３
０
５
１
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
歳
出
で
は
、震
災
復
興
村
営
住
宅

に
４
億
８
９
５
４
万
１
千
円
、銀
嶺
国
体
開

催
に
伴
う
競
技
会
場
費
に
３
億
９
７
５
３

万
７
千
円
、庁
舎
等
耐
震
改
修
に
１
億
１
８

８
０
万
円
な
ど
、建
設
事
業
に
前
年
度
比
９

億
２
０
９
８
万
６
千
円
増
の
13
億
２
３
１

５
万
２
千
円
、嘱
託
職
員
の
雇
用
形
態
の
変

更
や
職
員
の
給
与
改
定
に
よ
り
人
件
費
が

１
億
７
９
９
４
万
円
増
の
８
億
９
８
６
２

万
５
千
円
、一
昨
年
の
極
端
な
雪
不
足
と
比

べ
、昨
年
は
降
雪
が
多
か
っ
た
こ
と
で
除
雪

費
が
前
年
比
１
億
５
９
２
４
万
２
千
円
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
大
き
く
減
少
し

た
の
は
、災
害
廃
棄
物
処
理
経
費
が
５
億
６

２
９
３
万
１
千
円
減
と
な
っ
た
物
件
費
で
、

前
年
度
比
６
億
３
７
１
８
万
９
千
円
減
の

８
億
３
５
２
０
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

震災復興事業が一段落震災復興事業が一段落
30年ぶり3回目の国体開催30年ぶり3回目の国体開催

９
月
議
会
定
例
会
は
、９
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。一

般
質
問
に
は
9
名
が
登
壇
し
、計
画
が
見
直
し
と
な
っ
た
給
食
施
設
や
ご
み
処
理
施

設
、ま
た
８
月
と
９
月
に
二
度
発
令
さ
れ
た
J
ア
ラ
ー
ト
に
関
連
し
た
災
害
や
観
光
、下

水
道
、行
政
区
問
題
な
ど
で
村
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議
案
で
は
陳
情
書
が
採
択
さ
れ
た
飯
森
区
の
農
道
の
村
道
認
定
や
、移
住・交
流・集
落

支
援
事
業
と
し
て
の「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」、森
上
団
地
の
耐
震
工
事
な

ど
を
含
む
５
８
０
０
万
円
の
追
加
補
正
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
と
も
呼
ば
れ
、平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、５
日
間
に
及
ぶ
集
中
審
議
の
結
果
、原
案
ど
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

平成28年度　一般会計決算
議会費

7549万円 村税
14億8426万円

使用料
9247万円

手数料
2374万円

財産収入
1403万円

寄附金
1億9947万円

繰入金
1億5258万円

繰越金
4億5067万円

諸収入
4億4553万円

地方譲与税
6854万円

地方消費税交付金
1億8318万円

自動車取得税交付金
1237万円

地方交付税
18億3051万円

国庫支出金
16億1424万円

県支出金
3億4097万円

地方債
8億8649万円

総務費
18億1594万円

民生費
10億8370万円

衛生費
4億3600万円

農林業費
1億6961万円

観光商工費
2億3736万円

土木費
12億7606万円

消防費
2億2678万円

教育費
3億9529万円

災害復旧費
11億5751万円

公債費
5億7721万円

 

一般会計

歳出
74億
5100万円

一般会計

歳入
78億
1660万円
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震災乗り越え、新たな一歩へ
監査委員の意見
公有財産の保全・維持管理に公有財産の保全・維持管理に
細心の注意と細心の注意と
　　　適切な事務処理を　　　適切な事務処理を

災害復旧・復興支援は一段落だが、
広域ごみ処理施設や新給食センター
の建設など多額の費用がかかる状況
にあり、更に公共施設などの再編や長
寿命化等の計画もあるので財政運営
は引き続き厳しいものが想定される。

財政基盤の強化、村税収納額の向上
を図るため、地域経済の活性化に果敢
に取り組んでいただきたい。とりわ
け観光客数及び観光経済の増加対策
事業の積極的な推進を期待したい。

村税収納率が着実に増えているの
は評価できるが、全国的な収納率と比
較するとまだ低い。財源確保と税負
担の公平性の観点から一層の努力を
されたい。

公有財産は大切に取り扱い、その保
全・維持管理（財産の取得、処分、所管
換え等の異動の記録、固定資産台帳と
附属図面の合致等）の細心の注意と適
切な事務処理を要望する。

鍵を受け取りホッと笑顔に。新しい生活に期待もふくらむ。
（H28.11.25 震災復興住宅入居式）

監査委員
松沢 晶二

監査委員
松本 喜美人

決
算
特
別
委
員
会

区　分 歳　入 歳　出 決算の結果

一般会計 78億1660万円 74億5100万円 全員賛成

国民健康保険 13億9133万円 13億2959万円 賛成多数

後期高齢者 8007万円 7988万円 全員賛成

下水道事業 7億4431万円 7億4035万円 全員賛成

農業集落排水 342万円 340万円 全員賛成

特別会計　合計 22億1915万円 21億5323万円

企業会計・水道事業 3億188万円 2億5267万円 全員賛成

総合計 103億3763万円 98億5691万円

前年度比 98.56% 100.72%

特
別
会
計

1 年間の歳入・歳出の一覧と採決1 年間の歳入・歳出の一覧と採決

注意：上記金額は千円以下を切り捨ててあるため、合計金額に誤差が出ています。
企業会計の水道事業には資本的収支と収益的収支がありますが、

ここでは収益的収支のみ記載しています。
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決
算
特
別
委
員
会
は
、5
日
間（
延

23
時
間
）担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
上
要
旨
の
み
の
報
告
と
な
り
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
白
馬
村
議
会
か
ら
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

●
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
今
後
の
起
債
額
を
注
視

 

総
務
課 

問
手
数
料
収
入
並
び
に
諸
収
入

が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

答
手
数
料
に
つ
い
て
は
、ご
み
袋

販
売
手
数
料・粗
大
ご
み
処
理

手
数
料・
雑
排
水
処
理
手
数
料
の
各
手

数
料
を
組
入
れ
た
。諸
収
入
は
国
体
開

催
の
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
助
成

金
が
増
。組
み
換
え
に
つ
い
て
は
当
初

予
算
か
ら
条
例
に
従
っ
て
処
理
。

問
将
来
負
担
比
率
が
28・3
%

で
、前
年
度
比
2・7
ポ
イ
ン

ト
増
。今
後
、給
食
セ
ン
タ
ー
や
図
書

館
、観
光
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
の
事

業
が
あ
る
が
、今
後
の
起
債
発
行
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
3
ヵ
年
の
実
施
計
画
を
た
て

て
予
算
建
て
を
し
て
い
る
。

計
画
に
あ
る
こ
と
は
事
実
。一
時
的
に

起
債
額
は
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

将
来
の
事
業
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
中
で
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
検
討
し
て
い
く
。今
回
増
え
た
分

は
震
災
復
興
住
宅
建
設
が
主
な
も
の
。

不
納
欠
損
2
2
1
件
、 

                      

6
6
9
5
万
円

 

税
務
課

問
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
委

託
し
た
案
件
の
成
果
と
状
況
は
。

答
滞
納
整
理
機
構
へ
は
7
件
申

請
し
、2
件
分
、1
5
8
9
万

円
の
入
金
。平
成
29
年
度
は
前
年
度

5
件
を
含
む
19
件
を
申
請
中
。

問
不
納
欠
損
の
主
な
も
の
と
件

数
は
。

答
固
定
資
産
税
滞
納
繰
越
分
が

主
な
も
の
で
1
3
0
件
あ
り
、

全
体
で
は
2
2
1
件
。

今
後
も
保
健
補
導
員
を
続
け
る

の
か

 

健
康
福
祉
課 

問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
社
協

が
担
当
し
、安
定
し
た
管
理

運
営
が
求
め
ら
れ
る
が
、雇
用
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

答
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
黒
字
。

確
か
に
パ
ー
ト
職
に
頼
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。今
後
、安
定
し

た
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
等
と
密
接
に
連
携
し
て
今

年
度
中
に
対
応
し
た
い
。

問
保
健
補
導
員
の
役
割
は
終
わ
っ

て
い
る
。名
称
変
更
し
て
は
。

答
時
代
の
変
化
と
と
も
に
名
称
、

役
割
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、地
区
保
健
補
導
員
と
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。ま
た
、現
実
的
に
何

も
し
な
い
地
区
も
あ
り
、活
動
助
成
金

は
不
公
平
感
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

待
っ
た
な
し
!
ご
み
の
減
量
化

 

住
民
課 

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
。

答
本
年
3
月
末
の
人
口
を
分
母

と
す
れ
ば
7・2
%
。

問
広
域
ご
み
焼
却
施
設
へ
の
持

込
処
理
量
の
目
標
値
並
び
に

リ
サ
イ
ク
ル
率
と
減
量
化
に
つ
い
て
は
。

答
目
標
値
は
2
︐9
0
1
t
、現

在
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
21・

9
%
。
現
在
よ
り
約
2
0
0
t
減
量

す
る
予
定
。観
光
客
の
入
込
に
も
影

響
は
す
る
が
、各
家
庭
へ
減
量
化
は
協

力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。ま
た
、生
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
設
置
数

と
そ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
。

答
み
そ
ら
野
、
名
鉄
地
区
で

5
ヶ
所
、補
助
率
は
3
/
4
。

今
後
他
の
地
区
で
の
対
応
も
考
え
て

い
る
が
、区
の
集
積
所
も
併
せ
て
各
区

長
と
相
談
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問
騒
音
計
が
購
入
さ
れ
て
い
る

理
由
は
。

答
飯
田
地
区
で
騒
音
問
題
が
あ

り
計
測
す
る
た
め
に
購
入
。

深
夜
で
の
騒
音
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、今
後
調
査
内
容
に
よ
っ
て
は
事
業

者
へ
改
善
命
令
等
を
出
す
事
も
あ
る
。

耕
作
放
棄
地
の
可
視
化
を

 

農
政
課 

問
耕
作
放
棄
地
の
分
か
る
地
図

を
作
成
し
て
い
る
か
。

答
地
図
は
作
成
し
て
い
な
い
。

G
I
S
地
図
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
て
対
応
。

 

意
見 

平
場
に
つ
い
て
は
有
休
荒
廃
地
化
し

な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
旨

の
意
見
。

問
奈
良
井
地
区
の
管
理
に
つ
い

て
は
。

答
佐
野・
沢
渡
地
区
に
事
業
完

了
の
説
明
会
を
開
催
。地
区

住
民
よ
り
様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
た
。

湿
原
保
全
と
維
持
管
理
は
し
っ
か
り

対
応
す
る
。

国
・
県
の
除
雪
支
出
金
減
額
傾
向

 

建
設
課 　

問
除
雪
費
の
国
県
支
出
金
が

減
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
国
県
か
ら
の
助
成
金
は
減
額

さ
れ
て
い
る
。特
に
国
に
つ
い
て
は

重
点
配
分
が
道
路
橋
梁
改
修
等
に
配

分
さ
れ
、今
後
も
除
雪
補
助
が
減
ら
さ

れ
る
傾
向
に
。

問
道
路
橋
梁
の
廃
止
さ
れ
た
橋

は
ど
こ
か
。

答
南
俣
に
あ
る
3
橋
梁
は
村
道

で
は
な
い
の
で
廃
止
。反
田

（
そ
り
だ
）橋
は
震
災
で
壊
れ
て
い
て

取
り
壊
す
た
め
。

自
転
車
活
用
事
業
の
充
実
を

 

観
光
課 

問
庄
屋
丸
八
の
家
賃
の
年
間

60
万
円
は
月
5
万
で
、民
間

感
覚
と
す
れ
ば
安
す
ぎ
る
の
で
は

答
指
定
管
理
者
は
G
C
で
、募

集
要
項
に
基
づ
い
た
金
額
で

あ
る
が
、根
拠
と
な
る
経
緯
は
調
査
を

行
う
。ま
た
、契
約
期
間
が
5
年
間
で

今
年
度
末
に
契
約
終
了
。本
年
秋
に

募
集
要
項
を
改
め
募
集
す
る
予
定
。

問
3
市
村
に
よ
る
自
転
車
活
用

決
　
　
算

決
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告

大北の小中学生による手造り旗が選手を歓迎！
鮮やかな各県の旗も賑わいを後押しした、30 年ぶり３回目の国体。

アルペン競技ゴール付近（名木山）

（第５次   総合計画）（第５次   総合計画）
白馬の豊か   さを求めて白馬の豊か   さを求めて

予算の執   行状況を予算の執   行状況を
チェ  ックチェ  ック
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決
　
　
算

環
境
整
備
事
業
の
内
容
は
。

答
レ
ン
タ
ル
店
へ
ア
シ
ス
ト
式

自
転
車
を
置
い
て
、利
用
者

に
試
乗
頂
き
、使
用
先
で
乗
り
捨
て
て

い
く
実
証
試
験
と
し
て
の
事
業
。ま

だ
調
査
が
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、す
べ
て

を
報
告
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。委

託
先
か
ら
利
用
内
容
を
聞
き
取
り
、検

証
し
次
回
に
つ
な
げ
た
い
。

      浄
化
槽
整
備
事
業
ワ
ク
の
拡
大
を

 

上
下
水
道
課 

問
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
で
、

予
算
の
範
囲
を
超
え
補
助
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
。

答
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。工
事
を
先
送
り

で
き
る
と
こ
ろ
は
次
年
度
に
再
度
補

助
申
請
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。出
来

な
い
と
こ
ろ
は
自
己
負
担
で
す
べ
て

を
行
う
こ
と
に
な
る
。処
理
規
模
の

大
き
な
も
の
を
優
先
し
て
い
る
こ
と

は
な
い
。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
利
用
料
の

減
額
を

 

教
育
・
子
育
て
支
援
課 

問
給
食
費
の
滞
納
及
び
扶
助
費

は
。

答
準
要
保
護
就
学
援
助
は
給
食

費
の
全
額
を
、特
別
支
援
教

育
就
学
援
助
は
給
食
費
の
1
/
2
を
、

保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
助
成
す
る

も
の
で
、現
在
89
名
に
援
助
。近
年
微

増
傾
向
に
あ
る
。給
食
費
の
滞
納
は

年
度
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。

問
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
の
利
用

料
を
軽
減
し
て
い
く
考
え
は
。

答
一
時
預
か
り
は
1
週
間

8
0
0
0
円
。
村
で
料
金
を

決
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
検
討
。

国
体
開
催
＝
施
設
の
有
効
利
用
を

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
起
債

償
還
は
。

答
ジ
ャ
ン
プ
台・
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ

の
起
債
は
償
還
済
み
。ウ
イ
ン

グ
21
の
起
債
は
残
高
4
億
3
0
0
万
円

余
り
で
、残
り
10
年
の
償
還
期
間
が
あ
る
。

白
馬
高
校
の
出
口
対
策
の
強
化
を

 

白
馬
高
校
支
援 

問
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

使
っ
た
事
業
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
財
源
は
継
続
し
て
い
く
の
か

答
交
付
金
は
単
年
度
の
も
の
。今

後
は
特
別
交
付
金
措
置
や
特

定
の
事
業
に
対
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
注
２
な
ど
を
活
用
し
た
い
。

問
就
職・
創
業
支
援
協
議
会
と

は
。

答
白
馬
商
工
会
に
依
頼
し
て
協

議
会
を
創
設
、事
業
負
担
金

を
村
が
支
出
。白
馬
高
校
生
に
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
。加
速
化

交
付
金
に
よ
る
対
象
事
業
で
、進
学
以

外
の
出
口
保
証
と
し
て
の
事
業
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

歳
入
歳
出
決
算

問
次
年
度
へ
繰
越
金
の

6
0
0
0
万
円
内
、半
分
を

基
金
積
立
す
べ
き
で
は
。

答
28
年
度
は
1
5
0
0
万
円
基

金
を
取
崩
し
た
が
、
毎
年

6
0
0
0
万
円
を
積
立
基
準
と
し
て

い
る
た
め
。

 

討
論 

 

反
対 次

年
度
繰
越
金
を
自
治
法
や
財
政

法
上
の
理
由
か
ら
基
金
積
立
す
べ
き

な
の
で
原
案
に
反
対
。

 
賛
成 高

額
医
療
が
突
発
的
に
発
生
す
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、安
全
策
を
考

慮
し
無
理
を
し
て
基
金
積
立
は
し
な

く
て
も
良
い
の
で
、原
案
に
賛
成
。

▽�

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

歳
入

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

歳
入

歳
出
決
算

歳
出
決
算

問
一
部
負
担
の
割
合
で
、1
割・

3
割
の
区
分
は
。

答
課
税
標
準
額
村
民
税
1
4
5
万

以
上
が
3
割
負
担
、
世
帯

非
課
税
・
年
金
80
万
以
下
が
1
割
負

担
。

▽�

全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

下
水
道
事
業
特
別
会
計　

歳
入
歳
出

下
水
道
事
業
特
別
会
計　

歳
入
歳
出

決
算
決
算問

分
担
金
に
1
1
9
0
万
円
の

中
に
、東
部
地
区
に
建
設
さ

れ
た
公
営
住
宅
の
分
は
入
っ
て
い
る

か
。ま
た
条
例
改
正
前
の
区
域
外
流
入

分
担
金
で
決
算
処
理
さ
れ
て
い
る
か
。

答
分
担
金
に
は
公
営
住
宅
と
共

同
調
理
場
の
一
部
が
区
域
外

流
入
分
担
金
と
し
て
入
っ
て
お
り
、決

算
処
理
も
条
例
改
正
前
の
も
の
で
決

算
処
理
し
て
い
る
。

 

討
論 

 

反
対 予

算
の
修
正
案
に
賛
成
し
て
、原
案

に
反
対
し
た
の
で
28
年
度
決
算
に
反
対
。

 

賛 

成 科
目
変
更
し
て
決
算
処
理
し
て
い

る
の
で
賛
成
。

▽��

委
員
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

●●��

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計　

歳

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計　

歳

入
歳
出
決
算

入
歳
出
決
算

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4646
号号  

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計  

未
処
分

未
処
分

利
益
剰
余
の
処
分

利
益
剰
余
の
処
分

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問
技
術
管
理
研
修
へ
は
何
人
派

遣
し
て
い
る
か
、ま
た
、主
要

建
設
箇
所
へ
の
排
水
管
は
耐
震
対
応

の
物
か
。

答
技
術
管
理
研
修
へ
は
1
名
を

派
遣
し
て
い
る
。布
設
替
え

工
事
で
は
す
べ
て
震
災
対
応
の
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
等
を
使
用
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

（第５次   総合計画）（第５次   総合計画）

「高校生と一緒に楽しい白馬村を考える会」と題して
理想の白馬像を 4 つのグループに分かれて考えてみた、

公営塾「しろうま學舎」輝★ラボの発表。
ノルウェービレッジにて（8 月 22 日）

白馬の豊か   さを求めて白馬の豊か   さを求めて
予算の執   行状況を予算の執   行状況を

チェ  ックチェ  ック
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総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●��

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
白
馬
山
麓
環
境
施

設
組
合
に
白
馬
高
校
支
援
事
業

を
事
務
移
管
し
た
こ
と
か
ら
、村

で
取
得
し
た
寮
の
敷
地
２
筆
、建

物
１
棟
を
同
組
合
に
譲
渡
し
た

い
も
の
。

問
敷
地
裏
側
建
物
へ
の
接

道
確
保
は
。

答
隣
接
地
を
任
意
分
割
し

て
確
保
に
努
め
た
い
。

 

意
見 

　

現
状
を
反
映
し
た
正
し
い
家

屋
図
の
作
成
が
必
要
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合
規

白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合
規

約
の
変
更

約
の
変
更

　

副
村
長
が
２
名
に
な
っ
た
た

め
、規
約
変
更
し
理
事
２
名
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
一
般
会

年
度
白
馬
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第

計
補
正
予
算（
第
44
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
各

５
８
０
３
万
７
千
円
を
追
加
、予

算
総
額
を
68
億
８
８
６
６
万
３
千

円
と
す
る
も
の
。

○
総
務
課

○
総
務
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用
支
援
、

専
門
家
を
交
え
た
監
査
な
ど
の

業
務
委
託
料
に
５
５
９
万
９
千

円
の
増
額
。

　
総
務
省
の
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
事
業
に
村
の
計
画
が
採

択
さ
れ
８
５
５
万
４
千
円
の
増

額
。村
、県
、ヤ
フ
ー
、S
B
ド
ラ

イ
ブ
が
連
合
体
を
組
み
、移
住

者・
地
元
雇
用
者
増
を
目
指
す
。

全
額
が
国
の
補
助
。

問
計
画
に
あ
る
10
名
の
雇

用
創
出
の
実
現
は
。

答
ヤ
フ
ー
社
員
が
白
馬
村

で
仕
事
を
し
、ふ
る
さ

と
納
税
事
務
を
村
か
ら
委
託
す

る
な
ど
で
村
内
雇
用
し
た
い
。

I
T
教
室
も
検
討
。

問
事
業
の
目
標
達
成
時
期

は
。

答
平
成
31
年
度
以
降
を
目

途
と
し
て
い
る
。

○
教
育
課・子
育
て
支
援
課

○
教
育
課・子
育
て
支
援
課

　

白
馬
高
校
支
援
事
業
で
負
担

金
９
１
７
万
９
千
円
の
増
額
。

寮
増
築
に
伴
う
設
備
修
繕
や
、

短
期
留
学
奨
学
金
な
ど
総
額

１
９
０
０
万
円
の
う
ち
、不
足
分

１
３
７
０
万
円
を
白
馬・小
谷
村

で
按
分
し
負
担
す
る
も
の
。

　

５
月
に
起
き
た
中
学
校
体

罰
事
件
の
フ
ォ
ロ
ー
で
学
習

支
援
員
1
名
、教
育
相
談
員
１

名
を
採
用
し
た
賃
金
な
ど
に

１
１
９
万
１
千
円
増
額
。

問
白
馬
高
校
の
短
期
留
学

の
内
容
は
。

答
２
年
生
を
対
象
に
20
名

選
抜
し
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
20
日
間
程
度
留
学
の

予
定
。

○
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

○
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
20
周
年
記
念
事
業
負
担

金
28
万
４
千
円
の
増
額
。２
月
に

長
野
市
で
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
予
定
。

　

図
書
館
事
業
で
講
演
会
開

催
と
、委
員
会
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
役
へ
の
謝
礼
28
万
円
、旅
費

64
万
１
千
円
な
ど
を
増
額
。

問
図
書
館
施
設
検
討
委
員

会
の
進
め
方
は
。

答
最
終
答
申
後
に
教
育
委

員
会
の
判
断
結
果
を

も
っ
て
村
長
と
協
議
。建
設
は
平

成
33
年
度
を
予
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
国
民
健

年
度
白
馬
村
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算（
第

補
正
予
算（
第
11
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
各

３
４
９
万
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
14
億
４
３
６
９
万
円
と
す

る
も
の
。

　

療
養
給
付
費
負
担
金
等
返
納

金
で
、前
年
度
分
の
実
績
確
定
に

よ
り
３
４
９
万
円
の
増
額
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

●●��

私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助

私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助

成
を
お
願
い
す
る
陳
情
書

成
を
お
願
い
す
る
陳
情
書

　

私
立
高
校
生
の
負
担
軽
減
の

た
め
保
護
者
へ
の
直
接
補
助
の

継
続
、就
学
支
援
金
制
度
の
拡

充
、並
び
に
私
学
助
成
の
た
め
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
。

 

意
見 

　

将
来
あ
る
白
馬
村
の
子
ど
も

で
あ
る
の
で
継
続
す
べ
き
。

 

意
見 

　

十
分
に
補
助
で
き
る
金
額
で

あ
り
継
続
。意
見
書
の
提
出
も
含

め
て
賛
成
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

総 

務 

社 

会

国の補助金855万４千円で国の補助金855万４千円で
　　　ふるさとテレワーク推進事業に着手　　　ふるさとテレワーク推進事業に着手

民生児童委員会との懇談会／廃屋・ごみ集積場を視察し、担当課と意見交換民生児童委員会との懇談会／廃屋・ごみ集積場を視察し、担当課と意見交換
閉
会
中
の
委
員
会
活
動

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

６
月
～
９
月（
全
５
回
）

６
月
～
９
月（
全
５
回
）

現
場
視
察

現
場
視
察

　
村
内
の
廃
屋・景
観
阻
害
建
物
、

ご
み
集
積
場
の
現
状
を
視
察
。

担
当
課
と
の
意
見
交
換

担
当
課
と
の
意
見
交
換

　

視
察
結
果
を
も
っ
て
、担
当

の
総
務
課・
住
民
課
と
意
見
交

換
を
実
施
。

 

意
見 

　

廃
屋
は
予
備
軍
を
含
め
て
相

当
数
あ
り
、定
期
的
に
所
有
者

と
連
絡
を
取
る
こ
と
。

　

広
域
化
を
控
え
ご
み
集
積
場

の
管
理
適
正
化
と
不
足
地
区
対

策
、未
加
入
者
対
策
な
ど
を
早

急
に
講
じ
る
こ
と
。

民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
の

民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
の

懇
談
会

懇
談
会

　

福
祉
現
場
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
、日

頃
の
活
動
を
通
じ
て
の
様
々
な

ご
意
見
と
村
政
全
般
の
要
望
を

行
政
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
約
束
。

今にも崩れ落ちそうな特定空き家（廃
屋）とみられる建物（岩岳地区）　
観光地として景観対策が急務ではな
いだろうか。
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産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

●●
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

村
道
2
2
6
8
号
線
及
び
村
道

2
2
6
9
号
線
の
2
路
線
を
農
道

よ
り
村
道
に
認
定
す
る
も
の
。

▽�
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●
村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

村
道
2
1
2
8
号
線
の
起
点

を
変
更
、村
道
1
0
5
3
号
線
は

分
譲
地
の
周
回
道
路
を
村
道
に

認
定
し
た
こ
と
に
よ
り
終
点
を

変
更
す
る
も
の
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
一
般
会

年
度
白
馬
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第

計
補
正
予
算（
第
44
号
）所
管

号
）所
管

事
項
事
項

○
農
政
課
関
係

○
農
政
課
関
係

　

ほ
場
整
備
事
業
等
負
担
金
の

85
万
5
千
円
は
当
初
予
算
の
記

入
漏
れ
が
あ
っ
た
の
で
計
上
。

問
ほ
場
整
備
事
業
に
受
益

者
負
担
は
な
い
の
か
。

答
負
担
は
な
い
。

○
建
設
課
関
係

○
建
設
課
関
係

　

道
路
維
持
費
の
3
2
0
万
円

は
、6
月
末
の
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
9
ヶ
所
の
道
路
法
面

と
水
路
等
の
補
修
。住
宅
管
理
費

の
4
0
0
万
円
は
森
上
村
営
住

宅
全
戸
の
修
繕
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
下
水
道

年
度
白
馬
村
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
11
号
）
号
）

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
4
8
8
万
6
千

円
を
追
加
し
予
算
総
額
を

7
億
6
0
5
0
万
円
と
す
る
も

の
で
、下
水
道
区
域
外
流
入
分

担
金
4
件
分
で
2
7
2
万
8
千

円
の
増
額
。地
下
タ
ン
ク
の
修

繕
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理

事
業
2
6
1
万
8
千
円
、
マ
ン

ホ
ー
ル
4
ヶ
所
及
び
ポ
ン
プ
の

修
繕
に
管
渠
維
持
管
理
事
業

2
2
6
万
8
千
円
の
増
額
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
農
業
集

年
度
白
馬
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第

予
算（
第
11
号
）
号
）

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
決
算

確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
も
の
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

平
成
平
成
2929
年
度
白
馬
村
水
道
事

年
度
白
馬
村
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第

業
会
計
補
正
予
算（
第
22
号
）
号
）

　

収
益
的
収
入
の
補
正
で
営
業

外
収
入
に
6
万
6
千
円
の
追
加

し
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
に
対
し
て
不
足
す
る
額
を

8
5
6
7
万
7
千
円
改
め
、資
本
的

収
入
の
出
資
金
69
万
4
千
円
追
加
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

陳
情
第

陳
情
第
66
号　

新
法「
民
泊
」

号　

新
法「
民
泊
」

に
関
す
る
陳
情
書（
継
続
審
査
）

に
関
す
る
陳
情
書（
継
続
審
査
）

 

要
旨 

　

新
法「
民
泊
」制
定
に
関
す
る

村
条
例
制
定
と
、違
法
宿
泊
業
者

取
締
強
化
を
求
め
る
も
の
。

 

討
論 

　

法
律
を
超
え
る
条
例
制
定
は

村
と
し
て
も
行
え
な
い
た
め
、陳

情
書
の「
旅
館
業
法
以
外
の
宿
泊

施
設
を
条
例
に
よ
り
許
可
を
し

な
い
よ
う
に
早
期
に
意
思
表
示

を
行
う
と
共
に
条
例
制
定
を
」と

い
う
点
に
関
し
て
は
添
え
な
い
。

違
法
宿
泊
施
設
の
取
り
締
ま
り

は
強
化
す
べ
き
も
の
な
の
で
、陳

情
書
の
一
部
を
除
く
趣
旨
は
理

解
で
き
る
た
め
、趣
旨
採
択
と
す

べ
き
。

▽�
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
趣

旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●●��

陳
情
第

陳
情
第
77
号　
長
野
県
森
林
づ

号　
長
野
県
森
林
づ

く
り
県
民
税
の
適
正
活
用
及
び

く
り
県
民
税
の
適
正
活
用
及
び

活
用
事
業
の
拡
充
を
求
め
る
意

活
用
事
業
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
に
つ
い
て

見
書
の
採
択
に
つ
い
て

 

要
旨 

　

森
林
税
活
用
事
業
の
採
択
要

件
の
緩
和
や
森
林
税
の
有
効
活

用
、適
正
な
活
用
に
勤
め
る
こ
と

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
採
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

●●��

陳
情
第

陳
情
第
99
号「
全
国
森
林
環

号「
全
国
森
林
環

境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見

境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見

書
採
択
」に
関
す
る
陳
情
書

書
採
択
」に
関
す
る
陳
情
書

に
つ
い
て

に
つ
い
て

 

要
旨 

　
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、森

林
吸
収
源
対
策
の
推
進
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、山
村
地
域
の
林
業

従
事
者
の
高
齢
化・後
継
者
不
足

及
び
恒
久
的・安
定
的
な
財
源
が

大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。森
林・

林
業・山
村
対
策
の
抜
本
的
強
化

を
は
か
る
た
め
に「
全
国
森
林
環

境
税
」の
早
期
導
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
す
る
こ
と
。

 

意
見 

　
長
野
県
の
取
組
で
あ
る
、松
く

い
虫
防
除
対
策
及
び
鳥
獣
対
策

を
入
れ
た
意
見
書
に
し
て
は
ど

う
か
。

 

討
論 

　

全
国
の
水
源
確
保
や
地
球
温

暖
化
防
止
機
能
は
山
村
地
域
が

担
っ
て
い
る
た
め
賛
成
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
採
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

産 

業 

経 

済

飯森ほ場内の「農道」を飯森ほ場内の「農道」を
　　　　　　　「村道路線」に認定　　　　　　　　「村道路線」に認定　

県旅館組合青年部白馬支部と意見交換県旅館組合青年部白馬支部と意見交換
　

観
光
局
と
観
光
課
と
の
意
見

交
換
会問

観
光
局
の
目
指
す
も

の
は
。

答
観
光
地
経
営
を
担
い
、

白
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
て
い
く
。

青
年
部
白
馬
支
部
と

青
年
部
白
馬
支
部
と

の
意
見
交
換

の
意
見
交
換

　
民
泊
に
つ
い
て
の
陳
情
書
が

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

代
表
者
と
意
見
交
換
。

 

意
見 

　
全
て
の
民
泊
に
反
対
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、各
地
域
の

実
情
や
ま
ち
づ
く
り
、地
域
創

生
の
意
志
を
反
映
で
き
る
仕
組

み
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民 泊民 泊

県旅館組合青年部白馬支部の代表者 2 名、観光課ととも
に村の民泊のあり方を考えた。（8 月 21 日）

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

閉
会
中
の
委
員
会
活
動
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【加藤亮輔議員】
28年度国保会計は6173万円の繰越金が出た。村の

「国民健康保険給付費準備基金条例」で毎年度、基金と
して積立てる額は地方財政法で決める額とする、と決
められている。
地方財政法では「繰越金のうち1/2を下らない額を、
2年間のうちに1/2以上を基金に編入すること」と義務
付けられている。しかし、基金への積み立ては昨年に
続き、今年も0円。このことは、法令順守に沿った会計
処理をしていないため反対。

【加藤亮輔議員】
長野県は平成20年度から森林税が導入されている。
今回の全国森林環境税も森林税と同趣旨の目的税。
税金は、国民の負担にならないように必要最小限集
め、効率よく使用することが求められている。二重負
担になるような税金を創設することに反対。

国民健康保険事業勘定特別会計 「全国森林環境税の創設に関する
意見書採択」に関する陳情について反対討論

反対討論

討
論
・
議
決
結
果

件名（要旨） 議決結果
財産の無償譲渡について（白馬高校寮の土地建物を白馬山麓環境施設組合へ）

可決
賛成：全員

村道路線の認定について（村道2268号線、村道2269号線を認定）旧農道20-03-1号線及び20-03-2号線飯森地区農道を村道路線へ
村道路線の変更について（村道2128号線（八方口地区村道の起点変更）、村道1053号線（深空地区村道の終点変更）
白馬山麓環境施設組合規約の変更について（白馬村副村長が2名により当組合理事を2名置くことができる）
平成28年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（剰余金を建設改良積立金と利益積立金に積み立てる）
平成29年度白馬村一般会計補正予算（第４号）（人件費組換えと白馬高校支援事業及び移住交流集落支援事業等の補正）
平成29年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）　（療養給付費負担金の国庫金等返納分を補正）
平成29年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第１号）　（浄化センター及び管渠・マンホールポンプ等修繕経費を補正）
平成29年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）　（繰越金の確定による補正）
平成29年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号）　（一般会計補助金及び出資金の補正）
平成28年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について 承認　賛成：全員
平成28年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について 承認　反対：加藤・伊藤
平成28年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

承認
賛成：全員

平成28年度白馬村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成28年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成28年度白馬村水道事業会計決算認定について

追加議案（要旨）
工事変更請負契約の締結について　（平成28年度　白馬村立白馬中学校大規模改修工事）

可決
賛成：全員

白馬村公営塾利用料徴収条例を廃止する条例について　（白馬山麓環境施設組合に公営塾利用料徴収条例が制定され廃止する）
白馬村福祉医療給付条例の一部を改正する条例について（高校生までを対象に現物給付の導入を行う改正）
教育委員会委員の任命について　（伊藤公一氏に任命）	 	

発 議 ・ 発 意
発議：津滝議員　道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律による補助率等の嵩上げ措置の継続に関する意見書

採択
賛成：全員発委：総務社会委員長　私立高校に対する公費助成に関する意見書

発委：産業経済委員長　長野県森林づくり県民税の適正活用及び活用事業の拡充を求める意見書

発委：産業経済委員長　全国森林環境税の創設に関する意見書 採択　反対：加藤

● 9 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

提出者 住所 要　　旨 付託委員会 審査結果
八方尾根観光協会　　 協会長　丸山和博
白馬五竜観光協会　　 協会長　矢口健治
白馬岩岳観光協会　　 協会長　松島芳明
白馬さのさか観光協会 協会長　長沢政章

白馬村 新法「民泊」に関する陳情 産業経済委員会 趣旨採択
賛成：全員

長野県庁信頼回復の会 代表 小泉一真 長野市 長野県森林づくり県民税の適正活用及び活用
事業の拡充を求める意見書の採択について 産業経済委員会 採択

賛成：全員

中信地区私学助成推進協議会　会長　
手塚貴雄 松本市 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情

書 総務社会委員会 採択
賛成：全員

全国森林環境税創設促進議員連盟　会長　
板垣一徳

新潟県　
村上市

「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」
に関する陳情について 産業経済委員会 採択

反対：加藤

● 陳 情 等 文 書 ●
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一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

質問内容
・新リサイクルセンター建設の延期理由は
・不落になった入札に対しての所見は　
・根幹的課題解決に本気と具体的施策を
・官民連携事業の VFM の検証は可能か
・雪を作るための対策について

・ゲリラ的豪雨などによる避難体制づくりは
・子育て世代包括支援センター設置は
・高裁判決結果と行政反映はどのように
・避難所は立地的、強度的に最適所か

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。お待ちしています。

備えあれば憂いなし
毎年 9 月に行われる防災訓練。今年は 9 月 10 日にウイング 21 で行われた。

万が一の災害に備え、日赤奉仕団メンバーによる炊き出し訓練も…。
このチームワークがいざというときに心強い。
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【
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
】

問
八
方
地
区
に
予
定
の
新
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
が
延

期
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
村
は
現
在
の
賃
貸
借
契
約
の

な
か
で
土
地
提
供
す
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、事

業
主
体
の
広
域
連
合
は
登
記
名
義
人

全
員
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
条
件
と

の
見
解
で
、建
設
に
あ
た
る
様
々
な
手

続
き
上
も
必
要
と
判
断
し
延
期
に
い

た
っ
た
。用
地
の
課
題
を
広
域
連
合
と

共
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
、

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

問
延
期
期
間
中
の
対
応
、事
業
主

体
は
。

答
代
替
と
し
て
稼
働
停
止
後
の

現
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
で
資
源

物
の
ス
ト
ッ
ク
、可
燃
ご
み
積
み
替
え

を
予
定
、影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
配
慮

し
た
い
。こ
の
収
集
運
搬・
処
理
費
用

は
広
域
連
合
事
業
と
し
て
行
う
よ
う

小
谷
村
と
と
も
に
要
望
を
上
げ
広
域

連
合
で
調
整
中
。内
部
改
修
の
負
担
は

白
馬
村・小
谷
村
で
対
応
。

問
土
地
は
村
が
購
入
し
て
広
域

連
合
へ
貸
与
す
る
も
の
か
。

答
現
在
の
賃
貸
借
契
約
を
基
本

に
考
え
て
い
る
。長
年
に
わ

た
り
清
掃
セ
ン
タ
ー
受
け
入
れ
し
て

く
れ
て
い
る
地
元
や
地
権
者
の
意
向

も
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
も
重
要

で
、専
門
家
の
意
見
も
参
考
に
早
期
に

方
向
性
が
見
出
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

答

問 県移行後の
保険税に変更は
県からの
　　試算提示後に検討

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

問
来
年
度
か
ら
財
政
主
体
が
県

に
移
行
す
る
が
変
更
後
の
保

険
税
は
。

答
当
初
8
月
と
さ
れ
た
県
か
ら

の
試
算
額
の
提
示
が
遅
れ
て

い
る
。数
値
が
出
さ
れ
た
段
階
で
最
終

的
な
税
率
変
更
を
検
討
。

問
移
行
後
、国
保
基
金
に
つ
い
て

は
。

答
基
金
現
在
高
は
１
億
３
千
万

円
、県
移
行
で
村
の
財
政
的
リ

ス
ク
は
減
る
た
め
、取
り
崩
し
て
保
健

税
率
が
高
く
な
る
場
合
に
被
保
険
者

負
担
軽
減
な
ど
に
あ
て
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

問
医
療
費
抑
制
効
果
も
目
指
し

て
い
る
村
独
自
の
健
康
保
険

事
業
は
。

答
若
年
検
診
や
特
定
健
診
無
料

化
、保
健
指
導
の
強
化
な
ど
の

成
果
も
表
れ
て
き
て
い
る
の
で
、変
更

後
も
継
続
し
た
い
。

答

問 音楽を生かした
地域づくりは
文化芸術を
　　楽しむ村づくり
　　　をしていきたい

【
音
楽
あ
ふ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
白

馬
村
を
目
指
し
て
】

問
村
内
で
今
夏
も
多
く
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

音
楽
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
は
。

答
住
民
が
文
化
芸
術
を
楽
し
む

村
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

内
容
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
検
討
す

る
。問

補
助
制
度
や
企
画
創
出
な
ど
、

音
楽
振
興
へ
の
体
制
づ
く
り

は
。答

村
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
音

楽
活
動
を
検
証
し
、観
光
振
興

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
し
た
い
。

問
民
間
も
含
め
た
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
一
括
し
て
情
報
発
信

し
て
は
。

答
観
光
局
な
ど
を
通
じ
積
極
的

に
情
報
発
信・サ
ポ
ー
ト
に
努

め
た
い
。

問
ウ
イ
ン
グ
21
音
楽
ホ
ー
ル
は

使
用
料
の
値
下
げ
の
検
討
は
。

答
平
均
的
価
格
で
あ
る
。
利
用

促
進
は
村
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
公
演
内
容
な
ど
の
検
討
で
図
り

た
い
。

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
の
延
期
理
由
は

全
地
権
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
条
件

答 問

篠﨑久美子議員

村内外から大勢の聴衆が訪れた、今夏開催のNAGANO国際音楽祭
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【
学
校
給
食
施
設
建
設
に
つ
い
て
】

問
建
設
業
者
選
定
の
入
札
不
落

の
経
緯
は
。

答
教
育
長　

特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体（
特
定
J
V
）５
者

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
が

５
者
全
て
が
予
定
価
格
に
達
せ
ず
、再

度
入
札
を
実
施
。４
者
が
辞
退
、１
者

の
み
の
応
札
で
予
定
価
格
に
達
せ
ず

不
落
に
。最
低
価
格
提
示
者
と
２
回
を

限
度
に
随
意
契
約
を
検
討
す
る「
不
落

随
契
」を
行
う
が
、２
回
と
も
予
定
価

格
に
達
せ
ず
不
調
に
な
る
。２
回
目
の

見
積
金
額
は
９
億
7
2
0
万
円
で
、予

定
価
格
に
対
し
て
１
億
7
0
0
万
円

余
り
の
開
き
。

問
基
本
設
計
業
者
と
実
施
設
計

業
者
の
事
業
者
名
と
契
約
金

額
は
。

答
教
育
長　
基
本
設
計
業
者
・

実
施
設
計
業
者
と
も
指
名

競
争
入
札
に
よ
り
松
本
市
の（
株
）

県
設
計
。契
約
金
額
は
基
本
設
計
予

定
価
格
2
2
︐7
4
3
︐2
0
0
に
対

し
て
3
2
4
︐0
0
0
円
、実
施
設
計

予
定
価
格
1
9
︐0
0
8
︐0
0
0
円

に
対
し
て
1
2
︐6
9
0
︐0
0
0
円
。

問
子
ど
も
た
ち
の
食
の
安
全
を

早
急
に
確
保
す
る
た
め
の
事

業
で
あ
る
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

答
交
付
決
定
さ
れ
て
い
る
国
の

補
助
金
の
執
行
上
か
ら
も
、時

間
的
に
猶
予
も
な
く
前
に
進
め
る
中

で
、設
計
内
容
を
見
直
し
て
い
る
。年

明
け
に
再
度
入
札
を
実
施
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

答

問 藤本副村長の 2年間
に期待することは
村の地方創生に、
　　活躍を大いに期待

【
特
別
職
及
び
職
員
配
置
に
つ

い
て
】

問
村
の
要
望
で
、総
務
省
よ
り
派

遣
さ
れ
た
藤
本
副
村
長
の
期

限
が
２
年
と
限
ら
れ
て
い
る
が
、村
長

の
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
。

答
職
務
担
当
は
地
方
創
生
。「
総

合
戦
略
実
現
に
向
け
た
、各
種

施
策
の
構
築
」「
景
観
と
環
境
を
基
礎

と
し
た
観
光
地
づ
く
り
」「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
と
推
進
」「
地
域
内
循
環

シ
ス
テ
ム・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

な
ど
。職
員
の
模
範
と
も
な
り
、総
務

省
へ
帰
っ
た
折
に
は
、村
及
び
職
員
に

と
っ
て
、目
に
見
え
な
い
大
き
な
財
産

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問
藤
本
副
村
長
の
赴
任
前
と
赴

任
後
の
白
馬
の
印
象
は
。

答
藤
本
副
村
長　
赴
任
前
は
、ス

キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
観
光

が
盛
ん
な
村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。赴
任

後
は
、感
じ
て
い
た
以
上
に
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。し
か
し
、先
進
的
で
あ
る
が

故
の
課
題
も
多
い
。課
題
に
対
応
し
、

村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
村
長
の
職
員
配
置
の
基
本
的

な
考
え
は
。

答
「
専
門
性
の
高
い
人
材
育
成
」

「
若
手
職
員
の
早
期
育
成
」「
幹

部
職
員
の
養
成
」な
ど
。も
ち
ろ
ん「
人

事
評
価
制
度
」や「
再
任
用
制
度
」は

ベ
ー
ス
に
あ
る
。

個
別
の
考
え
方
と
し
て
、重
点
施
策
や

専
門
性
が
高
い
業
務
か
、実
務
の
継
承

が
容
易
で
あ
る
か
、全
課
体
制
が
と
れ

る
か
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
的
な
事
、個
別
の
事
を
総
合
し
て

行
っ
て
い
る
。

不
落
に
な
っ
た
入
札
に
対
し
て
の
所
見
は
　

認
識
が
甘
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る

答 問

太田伸子議員

学校給食施設建設予定地〔中学校裏〕
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【
行
政
区
問
題
に
つ
い
て
】

問
行
政
区
の
線
引
き
は
ア
バ
ウ

ト
で
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ

る
。い
つ
決
め
現
在
ど
の
よ
う
に
管

理
し
て
い
る
か
。ま
た
行
政
区
画
審

議
会
の
開
催
実
績
は
。

答
昭
和
60
年
に
作
成
し
図
面
で

保
管
。過
去
新
た
な
区
が
発

足
し
た
と
き
だ
け
見
直
し
た
。混
乱

地
域
は
あ
る
。転
入
時
に
は
住
宅
地

図
で
案
内
。審
議
会
は
開
催
し
て
い

な
い
。問

最
新
の
行
政
区
加
入
率
は
。

正
確
な
加
入
率
を
今
も
っ
て

把
握
し
て
い
な
い
の
は
大
問
題
。戸

別
調
査
で
正
確
な
数
字
を
つ
か
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答
調
査
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
が
、機
械
的
に
算
出
し

た
平
均
加
入
率
は
53
％
。あ
る
程
度

信
ぴ
ょ
う
性
の
高
い
調
査
で
は
72
％

（
平
成
16
年
調
査
）。現
在
正
確
に
近
い

数
字
を
つ
か
む
た
め
の
資
料
集
め
中
。

問
区
費
の
最
高
額・最
低
額
、平

均
額
は
。区
費
の
高
さ
が
未

加
入
の
原
因
。共
益
費
と
い
う
考
え

は
。答

一
般
区
民
で
最
高
３
万
６
千

円
、最
低
２
千
円
、平
均
２
万

円
。共
益
費
は
法
律
相
談
し
研
究
し

て
い
る
。

問
行
政
区
だ
け
で
税
外
負
担
金

を
集
め
る
の
は
大
変
不
公
平
。

未
加
入
世
帯
は
一
切
負
担
な
し
。社

協
会
費
は
住
民
基
本
台
帳
情
報
が
提

供
さ
れ
ず
、昨
年
収
め
た
人
だ
け
に
翌

年
度
の
納
付
書
が
発
行
さ
れ
る
。不

公
平
状
態
を
続
け
る
よ
り
、村
独
自
の

も
の
は
全
額
村
費
負
担
と
す
べ
き
で

は
。答

数
種
類
の
税
外
負
担
金
を
行

政
区
だ
け
で
負
担
い
た
だ
い

て
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会
に
は
住

基
情
報
を
提
供
し
て
い
な
い
の
は
事

実
。し
た
が
っ
て
先
細
り
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。税
外
負
担
金

の
全
額
村
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

問
広
報
媒
体
で
あ
る
防
災
行
政

無
線
宅
内
機
、ケ
ー
ブ
ル
Ｔ

Ｖ
、区
経
由
の
配
布
、新
聞
の
各
普
及

率
は
。本
村
に
1
0
0
％
の
手
段
が

な
い
の
は
大
問
題
。小
谷
は
無
線
機・

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
と
も
ほ
ぼ
1
0
0
％
。

答
防
災
無
線
宅
内
機
55
％
、

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
51
％
、区
経

由
76
％
、新
聞
62
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。受
信
ア
プ
リ
は
検
討
中
。

問
地
区
役
員
の
な
り
手
不
足
は

深
刻
。区
長
の
負
担
は
大
変

大
き
い
。農
家
組
合
長
な
ど
は
役
割

を
終
え
て
い
る
。負
担
軽
減
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

答
区
長
の
職
責
は
大
き
く
は
変

え
ら
れ
な
い
が
、役
員
数
の

見
直
し
は
し
て
い
き
た
い
。

問
地
区
担
当
職
員
の
役
割
は
。

未
加
入
世
帯
へ
の
配
布
な
ど

で
も
っ
と
活
躍
を
。

答
言
い
訳
に
な
る
が
、業
務
多

忙
で
区
長
へ
配
布
物
を
ま
と

め
て
届
け
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。問

新
た
に
任
命
し
た
集
落
支
援

員
の
役
割
と
働
き
ぶ
り
は
。

答
６
月
よ
り
２
名
配
置
。こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
精
力

的
に
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問
外
国
人
が
大
半
と
な
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
る
が
、見

解
は
。答

外
国
人
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
で
は
、出
席
し
た
外
国
人

住
民
に
は「
区
」の
制
度
を
説
明
し
て

い
る
。問

地
区
役
員
懇
談
会
の
や
り
方

が
今
も
っ
て
定
ま
ら
な
い
し
、も
っ
と

有
意
義
な
や
り
方
が
あ
る
の
で
は
。

答
日
程
は
理
事
者
の
都
合
で
決

め
る
が
、内
容
と
進
め
方
は

考
え
た
い
。

※
税
外
負
担
金

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
、赤
い
羽

根
、緑
の
羽
根
、交
通
安
全
協
会
費
、ス

キ
ー
選
手
育
成
会
賛
助
金
な
ど
、税
の

ほ
か
に
住
民
か
ら
ご
負
担
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
。こ
れ
ら
と
は
別
に
消

防
団
の
協
力
金
な
ど
も
あ
る
。

根
幹
的
課
題
解
決
に
本
気
と
具
体
的
施
策
を

支
援
員
配
置
す
る
も
永
遠
の
課
題
で
も
あ
る

答 問

丸山勇太郎議員

村道の側溝泥上げ作業に励む和田野区の住民。
行政区を支える担い手は、たいへん少なくなっている。
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【
新
・
道
の
駅
に
つ
い
て
】

問
6
月
定
例
会
で
新・
道
の
駅

調
査
委
託
料
1
6
0
0
万
円

が
補
正
予
算
で
可
決
さ
れ
、調
査
を
委

託
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
る
主
な
点
は
。

答
こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
た

い
内
容
は
大
き
く
３
点
で
、

①
現
況
及
び
先
行
事
例
に
関
す
る
調

査
、②
施
設
整
備
構
想
の
作
成
、③（
官

民
）連
携
手
法
に
関
す
る
調
査
。

問
「
道
の
駅
を
核
と
し
た
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
交
流
拠
点　

官
民
連
携
事
業
調
査
業
務
仕
様
書
」で

は
官
民
連
携
の
事
業
方
式
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
が
、「
公
設
公
営
」あ
る
い

は「
公
設
＋
長
期
包
括
委
託
方
式
」は
、

資
金
面
か
ら
除
外
す
る
方
向
か
。

答
様
々
な
方
式
の
手
法
が
あ
る

の
で
事
業
費
を
比
較
し
た
上

で
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問
V
F
M
は
P
F
I
の
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
が
、は
じ

き
出
さ
れ
た
V
F
M
を
検
証
で
き
る

の
か
。答

今
回
の
調
査
で
事
業
費
な
ど

を
含
め
最
適
な
事
業
ス
キ
ー

ム
を
確
定
す
る
。V
F
M
の
算
定
も

委
託
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

答

問 人口減少対策で
　２年間に出せる成果は
宿泊税を含めた
　観光地経営体制整備など

【
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
】

問
当
村
へ
の
派
遣
は
人
口
減
少

対
策
と
い
う
こ
と
だ
が
、当

村
は
他
地
域
に
比
べ
る
と
若
者
の
流

入
は
あ
る
方
と
思
わ
れ
る
。当
村
の

人
口
減
少
の
主
な
原
因
は
。

答
藤
本
副
村
長　

平
成
24
年
度

以
降
、外
国
人
転
入
者
の
増

加
も
あ
り
、社
会
増
は
続
い
て
い
る
が
、

平
成
17
年
以
降
自
然
減
少
が
続
い
て

お
り
、出
生
数
の
少
な
さ
が
自
然
減
少

の
大
き
な
要
因
。

問
「
２
年
間
の
間
に
成
果
を
残

し
た
い
」と
の
こ
と
だ
が
、２

年
間
に
出
せ
る
成
果
と
は
。

答
藤
本
副
村
長　

人
口
減
少
に

あ
る
程
度
歯
止
め
を
か
け
る

と
と
も
に
、減
少
す
る
こ
と
を
前
提
に

人
々
の
生
活
が
持
続
可
能
に
な
る
よ

う
、地
域
の
基
礎
体
力
を
高
め
る
政
策

が
必
要
。具
体
的
に
は
、宿
泊
税
を
含

め
た
観
光
地
経
営
の
た
め
の
体
制
整

備
、観
光
や
福
祉
の
用
途
を
含
め
た
公

共
交
通
の
あ
り
方
、子
育
て
環
境
の
充

実
な
ど
。

答

問 使途は納税者の
意を介しているか
この村の美しさを
　　実感してもらえる

【
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
】

問
平
成
28
年
度
の
寄
附
状
況
で

は「
環
境
保
全
及
び
景
観
の

維
持・再
生
に
関
す
る
事
業
」が「
指
定

な
し
」に
次
い
で
多
い
が
、使
途
は
塵

芥
処
理
費（
ご
み
処
理
）に
H
28
年
は

4
7
0
0
万
円
、H
29
年
の
予
算
で
は

9
6
0
0
万
円
ほ
ど
。こ
の
使
い
方

は
納
税
者
の
意
を
介
し
て
い
る
と
の

お
考
え
か
。

答
災
害
に
対
す
る
寄
附
を
多
く

頂
い
た
の
で
被
災
家
屋
撤
去

に
。ま
た
本
年
は
ご
み
処
理
広
域
化

に
係
る
負
担
金
等
に
充
て
る
予
定
。

適
正
な
ご
み
処
理
を
円
滑
に
進
め
る

こ
と
で
、こ
の
村
の
美
し
さ
を
実
感
し

て
も
ら
え
る
。

官
民
連
携
事
業
の
V
F
M
注
１
の
検
証
は
可
能
か

調
査
委
託
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

答 問

伊藤まゆみ議員

項目 公設公営
公設＋長期

包括運営業務

委託方式

公設民営方式

（ 方式）
設計―建設―運営

民設民営方式（ 方式）

方式
建設―譲渡―運営

方式
建設―運営―譲渡

方式
建設―所有―運営

民間関与度

計画策定 公共 公共 公共 公共 公共 公共 

資金調達 公共 公共 公共 民間 民間 民間 

設計・建設 公共 公共 公共

民間
民間 民間 民間 

運営 公共 民間 民間 民間 民間 民間 

施設の所有

（建設時）
公共 公共 公共 民間 民間 民間 

施設の所有

（運転期間中）
公共 公共 公共 公共 民間 民間 

施設の所有

（事業終了後）
公共 公共 公共 公共 公共 民間 

運営ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ － 公共 公共 公共

民間

公共

民間 
公共

民間 
固定資産・

減価償却
× × × × ○ ○

方式は資金調達を民間が行う。

で失敗しないためにはモニタリングも含め、行政側にかなりの知識が必要とされる。

PFI 方式は資金調達を民間が行う。
PFI で失敗しないためにはモニタリングも含め、
行政側にかなりの知識が必要とされる。

V
F
M
注
１　

　
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
の
略
。

P
F
I
注
２
で
し
た
方
が
直
営
よ
り
い
く
ら

得
に
な
る
か
の
費
用
対
効
果
分
析

P
F
I
注
２

　

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
の
略
で
、民
間
の
資
金
と
経
営

能
力・技
術
力（
ノ
ウ
ハ
ウ
）を
活
用
し
、公

共
施
設
等
の
設
計・
建
設・
改
修・
更
新
や

維
持
管
理・
運
営
を
行
う
公
共
事
業
の
手

法
。 

あ
く
ま
で
地
方
公
共
団
体
が
発
注
者

で
公
共
事
業
と
し
て
行
う
も
の
。
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【
平
成
28
年
度
雪
不
足
意
見
交

換
会
に
お
け
る
意
見
集
約
に
よ

る
提
言
結
果
】

問
寡
雪
時
の
雪
を
作
る
た
め
の
、

二
つ
の
提
言
結
果
は
。

答
最
初
に
、降
雪
機
に
よ
る
ゲ

レ
ン
デ
メ
ー
キ
ン
グ
は
、唯

一
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、各
ス
キ
ー

場
の
装
備
の
違
い
、事
業
内
容
が
限
定

的
で
あ
り
自
治
体
が
補
助
す
る
内
容

に
懐
疑
的
な
意
見
も
あ
り
、別
の
支
援

を
検
討
す
べ
き
と
庁
内
で
意
見
集
約

さ
れ
、今
年
度
降
雪
機
稼
働
経
費
の
補

助
は
し
な
い
。次
に
、降
雪
機
等
の
固

定
資
産
税
の
減
免
は
、「
白
馬
村
税
条

例
第
71
条
第
1
項
」で
4
項
目
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、租
税
負
担
の
公
平
性
や

公
益
性
の
観
点
か
ら
、減
免
の
適
用
は

難
し
い
と
判
断
し
た
。

問
寡
雪
時
の
入
込
客
数
な
ど
の

正
確
な
把
握
は
。

答
入
込
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

被
害
金
額
設
の
設
問
や
記
名

式
で
あ
っ
た
が
、設
問
設
定
や
無
記
名

に
す
る
な
ど
工
夫
が
必
要
。ま
た
影

響
の
大
き
い
と
こ
ろ
は
直
接
聞
取
り

調
査
が
必
要
で
あ
り
、さ
ら
に
民
間
と

の
協
力
体
制
を
強
化
し
よ
り
正
確
な

実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
広
範
囲
な

誘
客
は
。

答
安
定
し
た
集
客
の
た
め
に
は
、

一
国・
一
地
域
に
偏
っ
た
誘

客
展
開
は
危
険
と
考
え
、ア
ジ
ア・
東

南
ア
ジ
ア
へ
県
と
共
に
プ
ロ
モ
ー
ト

し
て
い
る
。

問
シ
ー
ズ
ン
先
取
り
の
誘
客
展

開
は
。

答
旅
行
販
売
の
オ
ン
ラ
イ
ン
比

率
は
、年
々
増
加
し
て
お
り

昨
年
は
40
％
に
達
し
、旅
行
手
配
は
直

近
傾
向
で
あ
り
、宣
伝
活
動
の
手
段
に

よ
り
最
大
効
果
の
時
点
で
、事
業
展
開

す
べ
き
と
考
え
る
。

問
通
年
観
光
の
早
期
構
築
は
。

答
観
光
地
経
営
計
画
で
も
、基

本
方
針
で「
ス
キ
ー
目
的
＋

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
周
遊
型
か
ら
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン・
滞
在
型
へ
の
転
換
」を

掲
げ
て
お
り
、「
観
光
資
産
価
値
の
最

大
化
」「
滞
在
価
値
の
多
様
化
」の
戦
略

の
も
と
に
、具
体
的
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
異
常
気
象
を
想
定
し
、事
前

の
対
応
計
画
は
。

答
村
で
は
、神
城
断
層
地
震
や

2
年
続
き
の
寡
雪
経
験
か
ら
、

本
年
度
か
ら「
観
光
地
B
C
P
計
画
」

の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

B
C
P
と
は
ビ
ジ
ネ
ス・
コ
ン
テ
ィ

ニ
ュ
ー・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
略
で
、企

業
等
が
被
災
等
で
稼
働
不
能
の
時
に
、

事
業
の
継
続
や
再
生
を
ど
う
進
め
る

か
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
計
画
を
い
う

も
の
で
、こ
の
考
え
を
観
光
地
に
当
て

は
め
、村
が
ど
の
よ
う
な
行
動
す
べ
き

か
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
て
お
く
も

の
で
あ
り
、観
光
分
野
で
こ
の
計
画
に

つ
い
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
全
国

で
も
な
く
、計
画
は
平
成
30
年
度
の
策

定
を
目
指
し
て
い
る
。

雪
を
作
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

降
雪
機
稼
働
経
費
の
補
助
は
し
な
い

答 問

松本喜美人議員

信州DC開催中、議会を含め各団体が協力し、駅構内でおもてなしを行いました
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【
防
災
に
つ
い
て
】

問
「
国
が
求
め
て
い
る
住
民
主

体
の
地
区
防
災
計
画
や
、住

民
主
導
型
の
警
戒
避
難
体
制
づ
く
り
」

に
つ
い
て
各
地
区
へ
の
指
導
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
地
域
か
ら
土
砂
災
害
に
よ
る

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

は
と
に
か
く
安
全
な
場
所
に
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、住
民

主
導
型
の
警
戒
避
難
体
制
づ
く
り
を

姫
川
砂
防
事
務
所
の
協
力
を
得
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

問
7
月
4
日
土
砂
災
害
警
戒
情

報
に
よ
り
避
難
準
備
情
報
が

発
令
さ
れ
て
い
る
が
、住
民
に
対
す
る

情
報
は
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
た
の

か
。

答
行
政
無
線
で
の
放
送・
対
象

区
域
の
区
長
へ
の
電
話
連

絡・村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載・ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
放
送・マ
ス
コ
ミ
へ

の
情
報
提
供
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
流
し
て
い
た
だ
い
た
。福
祉
施
設

に
は
担
当
課
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
情

報
を
周
知
し
、支
援
や
配
慮
が
必
要
な

方
に
は
直
接
連
絡
を
取
っ
た
。

答

問 法律に則っての
行政代執行の考えは

「自分の財産は
　自分で処理する」が大前提　

【
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
】

問
現
在
廃
屋
を
含
め
て
村
内
に

何
件
空
き
家
が
あ
る
の
か
。

答
各
地
区
役
員
や
関
係
者
等
に

協
力
い
た
だ
き
集
落
支
援
員

が
聞
き
込
み
調
査
を
行
っ
た
。現
在

39
件
が
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

問
観
光
地
と
し
て
景
観
形
成
の

面
か
ら
も
対
策
が
急
務
、空

き
家
対
策
専
属
の
職
員
配
置
の
考
え

が
あ
る
の
か
。

答
特
定
空
き
家（
廃
屋
）へ
の
進

行
防
止
に
つ
い
て
は
、総
務

課・
税
務
課・
上
下
水
道
課
等
そ
れ
ぞ

れ
で
対
応
し
て
お
り
当
面
は
兼
務
体

制
で
行
く
。

問
特
定
空
き
家
と
思
わ
れ
る
家

に
対
す
る
行
政
代
執
行
の
考

え
は
。答

「
自
分
の
財
産
は
自
分
で
処

理
す
る
」が
大
前
提
。現
在
物

件
の
所
有
者
は
把
握
で
き
て
お
り
滞

納
物
件
は
法
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を

実
施
、滞
納
の
な
い
物
件
は
適
正
管
理

を
促
し
て
い
る
の
で
、現
在
の
と
こ
ろ

そ
の
考
え
は
な
い
。

答

問 山小屋経営対策
検討委員会設置は
必要な時期に来ている

【
観
光
産
業
に
つ
い
て
】

問
山
頂
宿
舎
の
老
朽
化
、雪
害

に
よ
る
天
狗
山
荘
の
倒
壊
等

山
小
屋
経
営
が
問
わ
れ
て
い
る
。対

策
検
討
委
員
会
等
の
設
置
の
考
え
は
。

答
ピ
ー
ク
時
８
万
人
を
超
え
る

登
山
者
数
で
あ
っ
た
が
、現

在
は
そ
の
半
分
以
下
に
ま
で
減
っ
て

い
る
。北
ア
ル
プ
ス
北
部
一
帯
で
の

受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
、民
間
経
営

の
山
小
屋
の
皆
さ
ん
や
山
岳
関
係
者

と
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
の
対
策

検
討
委
員
会
の
設
置
は
、必
要
な
時
期

に
来
て
い
る
。

問
佐
野
坂
ス
キ
ー
場
が
存
続
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
。

答
仮
に
営
業
が
で
き
な
い
と
な

る
と
村
の
経
済
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。今
シ
ー

ズ
ン
も
営
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

切
に
願
う
。

ゲ
リ
ラ
的
豪
雨
な
ど
に
よ
る
避
難
体
制
づ
く
り
は

住
民
主
導
型
避
難
体
制
づ
く
り
を
目
指
す

答 問

田中榮一議員

犬川にバックホーが入り、中洲の整備が行われた。
これにより防災と、区民が川に入っての草刈作業から解放
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【
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援

事
業
の
充
実
化
に
つ
い
て
】

問
核
家
族
が
増
え
る
中
、地
域

全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る

姿
勢
が
大
事
で
あ
り
、今
ま
で
の
妊
娠

か
ら
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
事

業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。今
後
考
え
て
い

る
支
援
事
業
の
内
容
や
予
算
の
組
み

立
て
は
。

答
今
後
行
う
事
業
と
し
て
は
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。予
算
の
組
み
立

て
に
つ
い
て
は
、セ
ン
タ
ー
は
複
数
の

機
能
を
集
結
し
た
姿
に
な
る
と
思
う

の
で
、健
康
福
祉
課
、子
育
て
支
援
課
、

保
育
園
事
業
と
そ
れ
ぞ
れ
に
予
算
計

上
を
し
て
い
る
。

問
大
町
市
に
お
け
る
産
後
ケ
ア

事
業
、育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
、母
乳
相
談
等
助
成
事
業
が

好
評
で
あ
り
白
馬
で
実
施
さ
れ
て
い

な
い
の
で
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

含
め
現
存
の
サ
ー
ビ
ス
が
ま

だ
不
十
分
で
は
あ
る
。大
町
市
の
母

子
保
健
推
進
員
に
助
言
や
指
導
を
受

け
な
が
ら
今
後
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て

の
具
体
的
な
動
き
は
。

答
子
育
て
支
援
課
と
し
て
は
健

子
福
祉
課
と
連
携
し
な
が
ら

と
実
務
者
レ
ベ
ル
の
協
議
を
進
め
、来

年
度
の
早
い
時
期
の
開
設
を
目
指
し

て
い
る
。セ
ン
タ
ー
に
は
利
用
者
支

援
専
門
員
配
置
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
る
の
で
職
員
２
名
を
こ
の
秋
に

専
門
研
修
に
参
加
さ
せ
資
格
取
得
さ

せ
る
予
定
。

問
セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
り
他

の
自
治
体
と
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
白
馬
村
子
育
て
支
援
連
携

マ
ッ
プ
を
内
部
で
作
成
し
、大
北
及
び

県
内
の
事
業
者
と
連
携
し
て
い
る
。

現
在
は
担
当
が
必
要
な
時
に
連
携
し

て
い
る
が
、セ
ン
タ
ー
が
で
き
れ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
介
し
て
一

元
化
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

答

問 村男Ⅲ世の村民
活用推進について
地元に愛されるよう
　　柔軟に対応

【
白
馬
村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ヴ
ィ

ク
ト
ワ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ

ラ
ン
・
村
男
Ⅲ
世
取
り
扱
い
に

つ
い
て
】

問
村
民
が
村
男
を
イ
ベ
ン
ト
で

使
用
す
る
際
に
明
確
で
な
い

制
約
が
あ
り
使
い
づ
ら
い
と
の
声
が

あ
る
。使
い
や
す
い
よ
う
に
柔
軟
に

対
応
を
お
願
い
し
た
い
が
担
当
課
と

し
て
い
か
が
か
。

答
白
馬
村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
使
用
に
関
す
る
要
綱
に

則
り
観
光
課
が
管
理
し
て
い
る
。村

男
は
地
元
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
。

問
村
男
バ
ー
ガ
ー
の
今
後
の
展

開
は
。

答
村
男
バ
ー
ガ
ー
が
だ
ん
だ
ん

売
れ
な
く
な
っ
て
き
た
理
由

と
し
て
、味
や
販
売
価
格
、販
売
場
所

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。現
在
関

係
者
を
交
え
て
意
見
交
換
し
て
い
る
。

問
販
売
は
振
興
公
社
、バ
ー
ガ
ー

在
庫
管
理
は
民
間
企
業
と
い

う
売
る
側
が
改
良
も
で
き
な
い
組
織

構
造
に
つ
い
て
今
後
ど
う
考
え
て
い

る
か
。答

検
討
の
中
で
今
ま
で
と
違
っ

た
形
で
の
販
売
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
は

来
年
度
早
い
時
期
に
設
置
予
定

答 問

田中麻乃議員

子育て世代包括支援センターイメージ図：厚生労働省HPより
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【
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
】

問
住
民
訴
訟
の
経
過
と
行
政
反

映
は
。

答
平
成
28
年
2
月
長
野
地
裁
の

判
決
は
相
手
方
の
訴
え
が
す

べ
て
退
か
れ
た
そ
の
後
地
裁
の
判
決

の
す
べ
て
を
不
服
と
し
て
同
年
3
月

に
高
裁
に
控
訴
し
高
裁
で
も
、１
審
の

地
裁
と
同
様
に
訴
え
を
す
べ
て
退
け

る
も
の
で
し
た
そ
の
後
判
決
を
不
服

と
し
て
本
年
７
月
に
最
高
裁
へ
上
告

さ
れ
受
益
者
負
担
金
問
題
は
行
政
に

対
す
る
信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
、二

度
と
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
努
め

裁
判
が
継
続
中
で
あ
り
そ
れ
以
上
の

答
弁
は
控
え
た
い
。

問
本
年
4
月
条
例
改
正
さ
れ
た

状
況
は
。

答
受
益
者
負
担
金
と
加
入
分
担

金
を
賦
課
す
る
二
通
り
の
徴

収
方
法
が
あ
り
加
入
分
担
金
制
度
廃

止
し
排
水
区
域
か
ら
除
外
し
た
。

問
改
正
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
現
れ

た
の
か
。

答
受
益
者
負
担
金
の
み
と
な
り

解
り
易
く
な
っ
た
。

問
住
民
説
明
会
で
は
十
分
に
理

解
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
か
。

答
農
業
体
験
実
習
館（
2
月
23

日
）は
、村
民
7
名・
ウ
イ
ン

グ
21
会
場（
26
日
）は
、村
民
9
名
の
計

16
名
参
加
で
2
会
場
で
実
施
、そ
の
後

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
条
例
改
正
の

経
過
と
説
明
会
資
料
及
び
会
議
要
旨

の
掲
載
、広
報
は
く
ば
等
で
村
民
へ
の

周
知
を
図
っ
た
。

問
条
例
改
正
に
よ
り
決
算
上
に

表
れ
な
い
な
い
時
効
額
は
。

答
第
6
条
第
1
項
の
廃
止
は
、

7
2
8
万
1
千
円
・
第
11
条

の
廃
止
は
7
︐8
0
2
万
8
︐0
5
0

円
。

問
個
人・
法
人
が
支
払
っ
た
受

益
者
負
担
金
の
最
高
額
及
び 

消
滅
時
効
、賦
課
替
え
、徴
収
猶
予
等

で
支
払
う
と
し
た
場
合
の
最
高
額
は

い
か
程
か
。

答
納
付
さ
れ
た
受
益
者
負
担

金
の
最
高
額
は
、法
人
で

1
︐7
6
3
万
9
︐3
0
0
円
、個
人

で
5
0
2
万
8
︐0
0
0
円
。消
滅
時

効
、賦
課
替
え
、徴
収
猶
予
等
の
支
払

う
と
し
た
場
合
の
最
高
額
は
、法
人
で

1
︐4
5
2
万
6
0
0
円
、個
人
で

1
︐3
1
4
万
5
︐4
0
0
円
。

問
住
民
訴
訟
に
発
展
す
る
間
、

平
成
23
年・
24
年
度
決
算
認

定
に
お
い
て
付
帯
決
議
さ
れ
て
い
る

指
摘
事
項
は
、確
実
に
履
行
し
て
い
る

か
。

副
村
長

徹
底
し
て
い
な
い
で
は
な
い

か
と
指
摘
も
あ
る
が
事
務
処

理
は
徹
底
し
つ
つ
あ
る
。答

問 新ゴミ処理施設の
稼働は予定通りか
来年 3 月には
　　一部試験運転を開始

【
新
ゴ
ミ
焼
却
施
設
と
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
】

問
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
稼
働
開

始
に
つ
い
て
は
。

答
全
量
受
入
れ
は
8
月
を
予
定
、

そ
れ
に
向
け
た
ゴ
ミ
収
集
体

制
の
整
備
に
も
努
め
る
。

問
八
方
に
建
設
予
定
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
平
成
30
年
稼

働
延
期
と
の
報
道
の
経
緯
は
。

答
現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
同
一

敷
地
を
利
用
す
る
計
画
で
進

め
て
き
た
が
、登
記
上
は
89
名
の
共
有

地
で
建
設
に
は
支
障
は
な
い
と
判
断

し
て
い
た
。し
か
し
建
設
手
続
き
上
、

登
記
名
義
人
全
員
の
承
諾
が
必
要
と

な
り
、工
事
の
着
工
を
延
期
す
る
も
の

で
あ
る
。

 

高
裁
判
決
結
果
と
行
政
反
映
は
ど
の
よ
う
に

裁
判
は
継
続
中 

答
弁
は
控
え
た
い

答 問

横田孝穂議員

問題解決までは既存施設を利用する
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【
災
害
が
予
想
さ
れ
る
時
点
で

の
広
報
、
避
難
所
対
策
に
つ
い

て
】問

こ
こ
2
、3
年
記
録
的
短
時

間
大
雨
に
よ
る
被
害
が
各
地

で
多
発
。防
災
行
政
無
線
の
未
設
置

世
帯
を
含
め
、避
難
、災
害
情
報
を
全

村
民
に
敏
速
に
で
き
る
か
心
配
。未

設
置
世
帯
に
受
信
機
を
貸
与
し
て
は

ど
う
か
。村
民
へ
の
行
政
伝
達
が
質・

量
と
も
大
幅
に
改
善
も
さ
れ
る
。見

解
は
。答

現
在
ア
ナ
ロ
グ
波
を
使
用
、

将
来
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
波
を

考
え
て
い
る
。ま
た
受
信
機
の
保
有

台
数
、配
布
地
域
を
考
え
れ
ば
、現
状

と
し
て
は
、今
の
媒
体
で
周
知
し
た
い
。

問
耐
震
診
断
で
新
田
、飯
森
、切

久
保
、落
倉
公
民
館
、森
上
、

塩
島
基
幹
セ
ン
タ
ー
は「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
建
築
物
」と
の
結
果
が
出

た
、な
ぜ
、避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

の
か
。答

現
有
施
設
を
考
え
る
と
公
民

館
が
考
え
ら
れ
る
。公
的
施

設
で
あ
れ
ば
、村
と
し
て
の
考
え
を
出

せ
る
が
、こ
れ
ら
の
公
民
館
も
改
修
予

定
が
あ
り
、そ
の
辺
に
つ
き
ま
し
た
は

地
区
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
決
め
た

い
。問

地
域
で
建
て
た
公
民
館
だ
か

ら
地
域
で
工
面
せ
よ
で
は
納

得
で
き
な
い
。ま
た
、避
難
所
が
遠
い

問
題
。嶺
方
区
の
ウ
イ
ン
グ
21
、通
、

立
の
間
、青
鬼
区
の
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
、2
～
3
Ｋ
離
れ
て
い
る
。夜
で
大

雨
の
時
も
あ
る
、な
ぜ
屋
外
を
指
定
し

た
か
。答

距
離
、屋
外
の
問
題
は
、一
旦

公
民
館
な
ど
に
集
ま
っ
て
移

動
す
る
か
ら
問
題
な
い
、長
期
的
な
場

合
は
避
難
所
へ
移
動
す
る
。こ
れ
は

屋
内
で
す
。地
区
懇
談
会
の
中
で
協

議
し
て
決
め
た
の
で
理
解
を
。

問
避
難
所
に
つ
い
て
は
多
く
の

問
題
点
が
あ
る
。検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
は
。

答
集
落
懇
談
会
の
中
で
、も
う

一
度
役
員
と
検
討
し
た
い
。

答

問 ごみ集積場の
設置数は
不足している

【
ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て
】

問
行
政
区
加
入
率
、約
57
％
。地

区
の
ご
み
集
積
場
、原
則
使

用
禁
止
状
態
の
未
加
入
1
7
0
0
世

帯
の
収
集
方
法
は
。

答
パ
ッ
カ
ー
車
待
機
に
よ
る
積

み
替
え
方
式
が
利
用
で
き
、

あ
る
程
度
は
期
待
し
て
い
る
。

問
大
町
市
の
集
積
ヵ
所
は

2
0
0
0
ヵ
所
。白
馬
村
は
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
10
ヵ
所
を
含
め

合
計
65
ヵ
所
。世
帯
割
合
で
、大
町
市

の
10
分
の
1
。大
丈
夫
か
。

答
不
足
と
考
え
て
い
る
。区
長

と
相
談
し
、地
域
の
意
向
を

尊
重
し
対
応
し
た
い
。

答

問 障がい者法定雇用率を
満たしていないが
来年度は
　障がい者枠を設けて募集

【
障
が
い
者
の
就
労
に
つ
い
て
】

問
障
が
い
者
対
策
の
法
整
備
が

進
む
中
、村
の
対
応
が
遅
れ

て
い
る
。村
は
2.3
％
、3
人
の
職
員
雇

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

白
馬
村
は
1
名
で
雇
用
率

0.84
％
、県
内

61
位
と
消
極
的
。昨
年
指
摘
し
た
、障

が
い
者
の
募
集
は
ど
の
様
に
改
善
さ

れ
た
か
。

答
仕
事
の
内
容
、職
場
環
境
等

を
紹
介
し
、応
募
し
や
す
く

整
え
た
い
。来
年
度
、障
が
い
者
枠
で

臨
時
、嘱
託
職
員
の
募
集
を
考
え
て
い

る
。
今
年
度
、事
務
事
業
量
の
調
査
、

業
務
内
容
を
明
確
に
し
、積
極
的
に
募

集
を
行
い
、正
職
員
の
雇
用
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
は
立
地
的
、
強
度
的
に
最
適
所
か

現
時
点
で
は
、最
適
所
と
考
え
て
い
る

答 問

加藤亮輔議員

耐震対策も施され安心・安全な堀之内公民館。
急がれる、手つかずの未耐震公民館（指定避難所）の整備を。
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現
場
視
察
・
研
修
会

ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
を

ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
を

国
際
基
準
施
設
に

国
際
基
準
施
設
に

インバウンドでの活性インバウンドでの活性
化策、広域連携を学ぶ化策、広域連携を学ぶ

オールシーズン観光のオールシーズン観光の
未来に期待！未来に期待！人口減少対策は急務　人口減少対策は急務　

決
算
審
査
で
の
一
環
で
、
銀
嶺
国
体
に
備

え
て
改
修
が
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
プ
台
を
視
察
。

今
回
の
改
修
で
滑
走
面
が
凍
結
さ
れ
る
設
備

が
施
さ
れ
、国
際
基
準
に
合
っ
た
施
設
と
な
っ

た
。

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
八
方
尾
根

開
発
㈱
様
の
北
尾
根
高
原
を
視
察
。
全
て
の
来
訪
者
に
現

地
案
内
を
細
か
く
し
て
い
る
会
社
の
営
業
方
針
に
感
心
し

た
。
そ
の
後
の
座
学
で
は
、八
方
尾
根
開
発
㈱
の
倉
田
保
緒

社
長
と
丸
山
直
樹
専
務
に
、「
八
方
尾
根
開
発
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

特
に
商
品
開
発
事
業
や
北
尾
根
高
原
の
創
設
、
さ
ら
に

は
生
き
が
い
を
も
っ
て
１
０
０
歳
ま
で
活
躍
す
る
た
め
の

「
１
０
０
活
」の
提
唱
な
ど
、様
々
な
事
業
の
展
開
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
に
、白
馬
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
観
光
の
未
来
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

当
村
が
担
当
で
大
北
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催
。

総
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
藤
本
白
馬
村
副
村
長
に
よ

る「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
地
方
創
生
の
推

進
」と
題
し
た
講
演
で
、当
地
域
に
お
い
て
人
口
減
少
対
策

は
、避
け
ら
れ
ず
急
務
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
。
終
了
後
、

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
行
い
、団
体

戦
は
今
年
も
松
川
村
が
優
勝
。
当
日
は
気
温
が
低
く
寒
さ

に
震
え
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、有
意
義
な
交
流

会
に
な
っ
た
。

初
め
に「
白
馬
森
の
わ
さ
び
農
園
」
田
中
末
春
社
長
に

農
園
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、現
地
見
学
。
そ
の
後
白

馬
47
ス
キ
ー
場
に
移
動
。
ゴ
ン
ド
ラ
頂
上
駅
舎
内
の
会
場

で（
有
）J
H
N
ト
ラ
ベ
ル
　
モ
ラ
ー
ド
・
ケ
ビ
ン
代
表
取

締
役
社
長
か
ら「
白
馬
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
白
馬
47
ス
キ
ー
場
、
太
田
達
彦
代
表
取
締
役

社
長
よ
り「
経
営
者
か
ら
見
た
白
馬
の
観
光
に
つ
い
て
」、

企
画
営
業
部
の
前
田
氏
か
ら
は「
白
馬
47
ス
キ
ー
場
の
運

営
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
に
つ
い
て
」と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。

白馬村・糸魚川市・小谷村・議会議員
連絡協議会を開催（７月31日）

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

議会傍聴においでください
次の定例会は　12月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
（9月定例会の傍聴者延べ 23人）

表紙の写真説明
１０月１日にスノーハープ競技場で行われた白馬マウンテ
ンバイク大会。地元出身、エリート男子の部で優勝した平
林安里選手、ジュニア男子の部で優勝した北林力選手（写真
中央）と、この日参加した白馬マウンテンバイククラブの子
供たち。彼らにとって大きな目標となりそうな両選手だ。
ガンバレ！平林選手、北林選手。

白馬・小谷議会議員連絡協議会を
八方尾根で開催（9月26日）

大北市町村議会議員が研修会
（10月４日）

ここではガイドが丁寧に蛇紋岩や植生に関して説明
してくれる。（八方北尾根高原）

糸魚川市からの要望でインバウンド事業の研修
を実施。糸魚川－白馬間は「日本酒が飲める観光
列車を」とケビン講師が提案。

人口減少問題は大北1市1町3村の共通の課題。
魅力ある地域にしていくために広域連携は欠かせない。

ラージヒルで担当課長より説明を受ける（9月8日）
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表紙写真説明は19ページに

■ 白馬の豊かさを求めて
　  予算の執行状況をチェック…………………… 4
     決算特別委員会の審査報告　
■ 公有財産の保全・維持管理に、
　 細心の注意と適切な事務処理を ……………………………  3
　  監査委員２名の監査意見
■ 「日本酒が飲める観光列車を！」講師が提言
　 インバウンド事業の研修会（白馬・糸魚川・小谷議会議員連絡協議会）……19
■ 夢、私たちに。わたしのひとこと………………………………20

■ 村政を問う　一般質問 ………… 9 
・リサイクルセンター建設の延期理由は
・不落になった入札に対しての所見は
・根幹的課題解決に本気と具体的施策を
・官民連携事業の VFM の検証は可能か
・雪を作るための対策について
・ゲリラ豪雨などの避難体制づくりは
・子育て世代包括支援センター設置は
・高裁判決結果と行政反映はどのように
・避難所は立地的、強度的に最適所か

122

白馬から、目指せ！世界の頂点
マウンテンバイク大会で好成績を収めた、平林安里選手、北林力選手と

白馬マウンテンバイククラブの子どもたち。
彼らに続く後輩たちにとって大きな目標！

白馬から、目指せ！世界の頂点
マウンテンバイク大会で好成績を収めた、平林安里選手、北林力選手と

白馬マウンテンバイククラブの子どもたち。
彼らに続く後輩たちにとって大きな目標！

あ

と

が

き

白馬駅前の活性化
田中　瑞人落倉

白馬大雪渓ルート偵察
松本　正信飯森　

日本三大雪渓、万年雪を保ち夏は
天然の冷蔵庫。白馬大雪渓は降雪量
や雨量、風、日射の強弱によって千
差万別に融雪が進む速さも毎年変わ
りつつある。
昨年の大雪渓は早くから至る所に
クレバスの大きな割れ目が出来、今
年の大雪渓はどうなるものかと心配
したが、開山祭では例年よりも積雪
量が大変多く、6月〜8月は落石事
故も無く夏山が終了。
9/27秋道の登山道整備とルート

偵察では、3号雪渓下部のクレバス
が大きな口をあけていた以外は、上
部砂山の取り付きまでの雪渓はクレ
バスの亀裂は無く、秋山スキーが出
来るほどのきれいな雪渓を保ち一安
心。また砂山中間地点には、スイス
のマッターホルンに似た大きな岩石
があり、大雪渓の一つのシンボルに
なるかと思い下山。
白馬尻付近は紅葉の真っ只中。華
やかだった夏の山から静寂な秋の山
へと足を運んでみませんか。

「なから」からの脱皮を
奈良　安晃めいてつ

ちょっと辛口の意見をひとこと。
私が白馬村に移住してきて18年
目になりますが、いつも感じるのは、
この村は「活気がないな」ということ
です。それはなぜでしょうか。
一年半ほど前に、村の若い職員が

「この村はなからだからね」と言うの
を聞きました。「なから？」。早速調
べてみると「だいたい」ということの
ようで、これは「ほどほどに」にも通
じるように思います。
「これだ！」。
「なから」は人づきあいには必要な
心使いだと思いますが、行政や議会
では活力につながりません。行政は
「最大のサービス産業」です。「なか
ら」ではなく、去年より今年、今年
より来年と、村民や観光客へのサー
ビス向上に積極的に取り組んで欲し
いものです。また、議会においても
「なから」ではなく、積極的な審議と
提案、そして行政の確実なチェック
をお願いします。

白馬村に移り住み７年が経ち、現
在は落倉と白馬町で二拠点生活を始
めました。
白馬の豊かで厳しい自然の中で多
彩な人に囲まれ、妻と3人の子供＋
ワンコと日々格闘中の毎日です。こ
の素晴らしい白馬村を次の世代（子
供達）が実感して感謝できるように
繋げて行きたいです。
観光業でまずは白馬の顔、玄関口
の白馬駅前の活性化！電線類の地中
化、空き店舗の活用、駅前駐車場設
備は必須です。
駅周りを中心に１年を通して、た
くさんのお客様に訪れて頂けるよう
に、私なりに行動し発信し続けて行
き、少しでも多くの村民の方とコミュ
ニケーション（対話）をし、尊重し合
い、より良い村になる活動をして行
きたい、そんな思いでいます。　　
さて、そろそろ冬支度しないと…

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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９
月
議
会
の
直
前
と
最
中
に
、

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ

て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
響
き
、

聴
き
慣
れ
な
い
音
調
に
不
安
感
を

掻
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
の
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
。
北
朝
鮮
情
勢
で
の
発
言
と

は
別
に
、
頻
発
す
る
異
常
気
象
の

原
因
で
あ
る
地
球
温
暖
化
問
題

に
、「
温
暖
化
な
ど
し
て
い
な
い
。

寒
い
ぐ
ら
い
だ
！
」
と
言
い
放
っ

た
と
か
。
ど
ち
ら
の
国
の
指
導
者

に
も
大
変
な
危
う
さ
を
感
じ
る
の

は
、
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ミ
サ
イ
ル
に
は
無
力
で
も
、
温

暖
化
対
策
の
方
で
は
、
我
々
に
も

出
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
一
枚
余
計
に
羽
織
っ
て
、
暖
房

の
温
度
を
一
目
盛
り
下
げ
る
こ
と

ぐ
ら
い
は
。

（
丸
山　

勇
太
郎
）
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